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お
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令
官
附
め
る
松
山
市
蹴
の
場
で
る
る
ル
叫
に
対
し
、
中
期
制
棋
は
持
ぴ
桜
の
機
滋
を
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閥
る
ほ
か
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育
吋
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と
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に
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燃
の
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叫
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梯
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縁
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ま
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v
」
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閥
み
し
め
な
が
ら
緩
ん
で
ま
…

げ
ま
す
主
と
も
に
、
平
楽
か
が
螺
脅
し
く
、
総
市
化
が
急
速
に
お
い
て
、
新
年
度
に
お
き
い
り
た
い
と
移
じ
ま
す
。
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ら
の
市
設
い
い
対
す
る
ど
潔
鮮
に
遂
行
し
て
お
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ま
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が
、
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し
て
は
、
我
孫
予
奴
総
務
院
内
の
皆
さ
ま
、
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う
か
と
k
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と
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援
に
対
し
澱
く
帥
制
緩
そ
昭
一
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麗
、
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篠
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造
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し
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、
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棋
に
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し
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の
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出
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ま
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殺
に
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し
い
本
市
で
は
、
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戦
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に
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主
ご
協
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総
務
撹
な
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品
憾
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毅
街
地
地
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事
業
、
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禁
制
削
減
城
ま
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よ
予
お
頭
い
申
し
上
げ
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開
院
の
臨
調
書
ま
に
と
っ
て
、
人
跡
闘
が
総
務
化
に
縫
い
つ
け
な
下
水
滋
議
幾
及
び
公
共
下
水
ま
し
て
、
新
年
の
ど
あ
い
さ
同

期
間
の
綴
・
ひ
も
悠
広
げ
る
生
活
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と
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っ
た
饗
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摘
に
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ソ
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時
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献
崎
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懇
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第
一
一
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訟
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十
五
日

は
、
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派
の
代
増
減
七
名
か
ら
市

践
に
対
す
る
代
表
幹
民
間
内
が
行
な

わ
れ
、
第
一
ニ

E
震
の
十
六
日
に

は
、
句
知
名
の
議
員
の
市
殺
に
対

す
る
樹
例
入
焚
燃
が
行
な
わ
れ
た

ゐ
と
、
間
糊
蜘
制
約
十
五
年
度
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種

会
副
絞
り
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前
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彩
縦
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す
る
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岡
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叫
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線
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ず
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融
業
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号
な
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織
家

七
思
町
長
び
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願
、
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機
の
隊
部
踊

鵬
骨
髄
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が
行
な
わ
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の
終
燃
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の
と
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与
で
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。
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委
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開
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で
あ
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谷
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掛
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酔
吋
鴇
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ぴ
樹
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油
開
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叫
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昭
和
開
間
十
ム
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年
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見
ご
叫
に
市
総
を
緩
行
し
た
ほ

か
、
一
総
務
務
抑
制
会
わ
新
設
な

ら
び
に
線
数
に
浮
い
、
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約
の

整
備
を
行
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た
も
め
で
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。
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の
一
部
を
改
一
止
す

る
紘
純
然
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法
施
行
令
舟
一
一
総

会
改
渓
ず
る
政
令
及
び
国
内
法
駒
郡

行
制
腕
約
の
二
慨
を
紋
一
止
す
る
省

令
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開
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和
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十
六
年
一
3
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日
に
そ
れ
ぞ
れ
公
布
き
れ
、
市

街
化
区
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義
務
に
係
る
附
閥
的
A
h荒

波
税
に
間
関
す
る
改
正
制
刷
出
此
か
判
明

拘
制
限
十
七
年
一
万
一
日
か
ら
縁

日
行
さ
れ
る
と
と
等
に
伴
い
改
廷

す
る
も
の
マ
、
附
郎
の
録
。
北
の

盤
品
拙
締
役
山
行
な
っ
た
も
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で
す
。
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市
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対
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幾
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蕊
uu
師
陣
緩
可

決市
街
化
…
広
域
畿
地
に
係
る
削
測

定
資
滋
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す
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旅
行
さ
れ
る
絡
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
で
、
仙
川
削
削
の
併
殺
融
関
を

行
な
っ
た
も
の
勺
ず
っ
指
数
弘
前

加
問
及
び
都
市
一
割
引
一
山
間
後
条
州
内
め
改

渡
的
附
廿
に
つ
い
て
は
持
川
県
切
で
際

紛
し
ま
す
。

文
化
財
の
探
護
条
例
は
継
続
審
査

耕
慌
時
期
予
京
文
化
燃
の
傑
緩

に
織
す
る
条
例
案
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噛菅波
中
部
内
に
宵
付
税
す
る
文
化
対
前
り

う
ち
文
化
的
問
、
際
交
的
問
、
学
総

抽
出
に
掘
削
俊
あ
る
滋
樹
慣
な
も
の
に

つ
い
て
、
指
定
、
裁
受
部
制
叙
す

る
k
と
も
に
、
そ
の
係
官
ザ
及
び

同
問
問
川
に
必
要
な
盤
情
援
を
定
め
る

た
め
新
た
に
制
制
阻
止
し
よ
う
と
す

る
も
的
で
す
が
、
さ
ら
に
尉
保
護

審
査
す
る
泌
が
あ
る
た
泌
総
持
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
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も
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す
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燃
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繍
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す
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案
の
槻
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閣
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で
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総
孫
子

前
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審
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幾
返
し
よ
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す
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す
る
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後
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じ
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査
と
な
哲
ま
し
た
。

我
孫
子
品
期
間
見
数
学
潟
支
給

条
期
間
市
立
山
部
改
蕊
割
問
胤
輸
措

一可決
蹴
訴
後
品
ず
当
訟
の
公
布
、
仲
綿
行

μ

い
持
作
い
、
問
問
仲
間
y
h

基
づ
い
て
児

期
且
参
淡
の
ふ
丸
紛
を
受
け
る
こ
と

主
な
っ
た
党
議
官
、
州
市
幾
州
内
に

議
づ
く
究
室
手
当
支
払
料
商
武
将
潟

地
鋭
か
ら
除
く
た
め
に
災
+
訟
を
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

中
市
の
拙
偶
脳
貯
変
都
民
に
つ
い
て

un
録
制
時
間
可
決

我
品
川
子
M
A
ぴ
紛
の
J

向
山
叫
に
ま

た
が
っ
て
い
る
大
手
術
終
的
う

も
制
抑
制
拭
出
川
沿
い
の
地
域
は
、
際

線
ニ
十
九
年
に
行
な
わ
れ
た
笈

れ
た
た
め
、
こ
れ
を
綴
地
主
義

に
改
め
て
市
時
短
械
棋
を
側
関
確
に

す
る
必
要
が
あ
号
ま
し
た
0

・た

ま
た
ま
、
こ
の
総
酬
明
が
判
判
制
眠
中
山

地
改
災
昨
出
自
銭
行
に
よ
れ
J

的関帯別

融
問
浴
後
部
管
官
事
擦
が
行
な
わ
れ
た

の
を
機
会
に
、
こ
の
楽
器
用
で
絞

た
に
付
帯
情
丸
ら
れ
た
遂
帥
持
、
水

絡
を
も
っ
て
紛
彩
k
の
掛
構
築
を

斡
限
定
す
る
た
め
、
官
財
の
後
期
骨
変

更
吉
行
な
っ
た
も
り
で
す
。

昭
和
銀
十
五
年
度
各
稜
余

計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

〈
+
…
会
鈴
〉
旦
継
続
審
査
江
町
会

会
計
、
会
計
、
前
物
議
特
別
会
計
、

磁
掛
執
線
機
器
瀧
駒
村
山
刷
会
計
、
我
品
卵

子
駅
簿
H
M

キ
ム
掛
端
昨
臨
時
開
整
線
事
業

特
別
会
計
、
我
孫
子
家
殺
日
泳

法
除
制
問
時
敷
郡
措
察
端
末
特
別
会
計
、

新
木
総
務
pe十
一
総
区
霞
整
連
事

業
特
別
会
計
~
山
中
隊
上
ヱ
仙
唱
径
醤

整
謹
一
事
業
務
別
会
計
、
特
別
対

#
臨
遼
ぎ
商
事
粂
特
別
会
計
、
水
澄

官
帯
蜂
武
母
決
算
認
定
に
つ
い
て
は

い
ず
れ
も
継
続
審
査
と
な
号
ま

し
た
。議関
心
品
川
持

γ
融
開
後
(
五
件
)

u
n
い
ず
れ
も
綾
部
れ

同
部
災
さ
れ
た
務
関
及
ぴ
旅
情

は
次
の
と
お
れ
ツ
で
す
。

円

v
術
祭
水
道
施
設
促
進
に
問
問
、
ず

る
務
綴
H
板
〆
一
二
三
八
‘
ザ
為

十
例
桃
山
杭
ほ
か
ご
卜
一
名
マ
市

営
水
泌
総
紋
従
燃
に
開
慨
す
る
議

時
間
話
依
戸
一
点
数
人
z
n
u
…
万
長
女

ほ
か
川
口
十
名
門
V

嚇
階
級
の
日
γ
刑

法
設
に
期
間
ず
る
波
紋
時
織
内
山
合

自
治
会
長
・
い
た
谷
川
間
後
朗
N

V

淡
路
総
淡
に
開
閉
す
る
陳
情

i
p

ケ
…
戸
川
町
間
八
の
一
・
小
泌
総
之

ほ
か
約
十
九
お
「
V
市
道
議
決

に
間
関
す
る
附
問
機

n
校
潔
子
ア
七

三
の
七
・
赤
抑
制
勝
議
同
怖
か
一
一
万
骨

-
液

体
利
縫
ほ
か
百
三
十
六
名
門
V

術
滋
鶴
間
後
日
九
開
削
す
る
際
情
t

下

ケ
〆
醐
悶
レ
知
人
“
小
池
仕
入
縫
ほ
か

山
口
ナ
叩
な
お
門
v
市
道
拙
澗
袋
並
び

に
惜
排
水
線
淡
輪
滅
的
い
い
附
関
す
る
拙
州

民
間
話
祭
紛
七
五
八
‘
鵡
税
務
胸
部
作

品
川
か
八
十
一
ニ
名

次
い
で
議
会
機
擦
の
凝
血
政
抑
制
街

路
刷
会
袋
品
川
の
続
前
潟
、
東
慈
市
・
綿

織
阪
総
ふ
明
朗
問
点
目
配
争
昨
油
相
抱
合
議
員

い
ま
し
た
。

議
後
に
、
設
腐
と
な
っ
て
い

る
紛
役
問
題
に
つ
い
て
、
水
Mm

闘
機
氏
ハ
減
収
入
役
)
を
時
制
役
い
い

潤
部
俊
ナ
ゐ
た
め
鵠
棋
会
問
り
得
意
を

求
め
る
出
魚
介
b
z
臨
強
制
閥
、
投
票
の

結
果
、
十
小
山
間
脱
獄
災
者
総
役
に
選

任
す
る
こ
と
の
開
問
殺
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
発
A
V
は
}
料
刀
…
限
付

求
問
川
壌
の
略
戚

開
明
油
相
七
年
士
一
月
千
葉
尚
内
公
立
官
思

議
枇
州
中
学
校
卒
業
、
昭
和
二
十

五
年
十
日
開
月
狭
w知
子
駒
内
役
場
に

は
い
号
、
税
務
総
炎
、
体
格
務
課

長
な
ど
を
刊
紙
て
総
和
抑
制
間
十
ブ
年

十
月
収
入
設
に
滋
銭
、
問
問
蜘
相
開
問

十
五
年
十
月
殺
人
役
に
一
持
続
さ

れ
滋
筏
い
い
至
る
。
五

γ
七
滋
。

殺
孫
子
市
出
向
島
司
u

744 



気
象
条
件
に
よ
れ
ツ
警
報
発
令

内
F
h〔一

天
像
、
気
象
的
状
況
に
よ
っ

一
て
気
象
庁
が
発
令
す
る
大
磁
波

…
窓
報
、
暴
閥
的
後
淡
注
意
籍
、
報
開

一
状
隊
総
注
怠
祭
等
の
よ
う
に
笠

一
気
の
乾
燥
皮
や
殺
の
強
さ
に
よ

行
っ
て
術
科
目
ハ
制
問
時
間
質
問
叫
が
発
令

発
す
る
火
災
警
報
が
為
ち
ま
す
む

け
こ
の
雲
市
条
件
は

丹
血
鴨
川
斜
度
が
ゴ
一
十
%
以
下
、
出
夫

九
州
畑
出
脱
皮
が
五
十
%
以
下
の
と

れ

き

抽

m

A暗
凋
凶
皮
が
間
関
十
%
以
下
、
突

J

品
別
濃
度
が
ん
ハ
十
%
以
下
で
悶
尚

一
波
七
メ
ー
ト
ル
ま
こ
え
る
需
品

…
込
み
の
主
き

一
@
和
市
秒
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の

一
後
が
一
日
時
綴
以
上
慾
帥
秘
し
て

…
吹
く
見
込
み
の
と
き

一
主
相
渦
阪
さ
れ
て
お
号
、
気
象
状

じ
端
的
が
前
途
母
一
に
該
当
す
る
時
吋

は
発
令
寄
れ
ま
す
。
火
災
後
報

ぴ
が
発
令
さ
れ
た
絡
は
、
臨
隠
滅
汁
で

の
た
き
火
の
毅
辻
、
火
遊
び
ゃ

あ
予
}
j
i
l
t
i
-

W

昭
和
附
間
十
七
年
波
の
我
柑
部

報
町
子
+
市
消
防
隊
兵
を
次
の
主
お

。
移
築
い
た
し
ま
す
の
で
、

政
希
町
議
議
は
申
し
込
み
く
だ
窓

側
い
。

…

φ
採
用
予
定
人
員
八
名

一
@
受
験
索
機

一
@
大
学
、
綬
大
本
蝉
常
務
内
同

一
昭
蜘
耕
一
一
十
一
一
年
間
出
荷
刀
ご
刊
誌

一
以
問
問
に
生
ま
れ
た
務

一
@
高
等
惨
殺
卒
業
以
上
の

…
迄
ま
た
は
こ
れ
と
閥
的
等
以

一
上
の
学
力
を
携
す
る
点
告
は

…
間
昭
和
二
十
六
年
間
口
万
二
日

)

以

降

に

生

ま

れ

た

議

開
門
宇
本
中
市
に
設
住
す
る
議

制
ま
た
は
通
勤
湾
総
の
終
期
間

慣
に
往
信
す
る
と
総
め
る
者

数
次
の
い
ず
れ
か
に
縁
結
吋
す

ね
る
者
は
受
験
で
者
ま
せ
ん

日
一
臣
本
の
関
絡
を
宥
し
な

い
も
の

一
割
前
治
体
偶
者
お
よ
び
準
禁

治
濃
淡

消

防

号

に

注

意

を

グ

ふんば

ιめ
投
げ
捨
て
等
以
絶
対

に
行
な
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と

共
に
疑
内
に
お
い
て
も
火
細
川
を

使
潟
ず
る
場
合
は
十
分
校
意
し

て
放
っ
て
く
だ
さ
い
c

こ
の
よ

う
な
綴
綴
む
伝
達
手
段
と
し
て

+
イ
レ

γ
、
融
街
納
制
絡
を
醐
開
い
た

消
防
縫
以
内
曜
が
あ
号
ま
す
。

ま
た
、
望
桜
そ
の
州
出
に
捕
掲
示

船
艇
、
旗
、
一
次
流
し
盤
す
を
掲
げ
て

醜
官
制
悼
の
発
令
き
れ
て
い
る
こ
と

な
お
知
ら
せ
す
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ま
で
消
防
署
や
潟
泳
、

お
品
開
市
丸
一
般
で
努
毅
然
令
の
サ
イ

ド
ン
盤
守
点
化
政
務
ず
る
と
火
事
と

間
淡
わ
れ
た
方
々
か
ら
際
い
合

わ
せ
の
電
話
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
か
か
号
、
通
信
拡
都
壮
都
民
が
そ

相
応
対
に
忙
殺
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
で
す
。

こ
の
鈴
号
に
つ
い
て
は
、
治

総
淡
に
よ
っ
て
近
武
信
号
、
総

務
信
号
、
昨
対
銭
信
号
、
級
制
州
静
拙

。
薬
密
以
ふ
ん
即
刻
に
忽
せ
ら

れ
た
も
の

A
V
受
幾
手
続

@
申
し
込
み
期
紙
H
H
賢
治
時
間

本
綴
総
務
祭
で
交
付
し
ま
す

。
申
し
込
み
闘
用
紙
を
制
時
伺
慌
で

輔
阿
波
す
る
場
合
凶
弘
、
れ
品
開
思

議
純
一
い
「
受
験

mし
込
み
用
紙

誇
求
い
と
念
品
討
し
、
ゐ
て
允

守 ~~I

1:ート
4認 4
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I~ 雲l'
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を
明
引
出
し
た
滋
崎
両
間
用
封
世
間
に

必
ず
十
家
田
川
切
手
を
は
り
開
開

封
し
て
く
だ
き
い
。

争
申
し
込
み
ザ
甲
小
銃

。
申
し
込
み
警
に
必
要
な
古
学

市
慣
を
自
分
で
記
入
し
、
ム
市
浪

脈
問
中
串
総
帥
臨
務
持
加
に
緩
山
闘
し
て

く
だ
さ
い
。

@
申
し
込
み
晶
習
に
は
、
脱
眠
時
斡

号
、
鈴
火
信
号
な
ど
に
分
か
れ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
イ

νγ
、
学

鐙
等
命
後
務
、
打
鐙
方
法
が
定

見
り
ら
れ
て
お
η
，ずまず。

火
災
必
然
い
い
際
し
て
、
消
防

饗
へ
開
削
い
合
わ
そ
資
材
納
が
た
く

き
ん
か
か
り
ま
す
が
、
法
務
総

消
鈷
出
初
式
は

島
民
的
非
常
招
集
や
掛
照
時
附
閉
山
岡
貝
の

出
場
連
絡
、
嚇
偶
鴎
明
治
時
間
際
と
の

連
絡
な
ど
議
。
桑
な
任
務
が
あ
れ
d

宏
、
ず
時
で
、
一
級
か
ら
の
問
問
い

合
わ
昔
日
聯
批
判
舶
は
、
し
ば
ら
く
ど

噛
操
縦
く
だ
さ
る
よ
う
お
開
聞
い
い

た
し
ま
十
。

源
純
丹
を
迎
え
て
射
訓
の
ゆ
る
み

や
織
さ
が
一
…
鳩
寺
び
し
く
な
争

空
気
も
総
ω
鎗
す
る
こ
主
か
ら
火

災
発
慾
の
危
険
療
は
、
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
mw
一
万
い
い
は
く
れ
ぐ
れ
も
ど

淡
青
山
く
だ
さ
い
。

月
十
一
日
我
孫
子
中
で

我
孫
子
市
総
険
協
和
制
式
を
問
問

和
閲
ナ
ム
U

和
十
一
月
十
}
同
封
午
隣

九
時
か
ら
我
孫
子
中
学
校
校
廷

で
同
行
な
い
ま
寸
。

え
は
入
賞
閉
山
総
H

が
出
動
し
、
開
問

永
松
判
災
の
決
品
島
一
砕
い
新
た
に
し
人

員
、
阪
様
、
機
悼
帆
碑
柑
異
点
検
、

相
部
晶
体
制
緩
お
よ
び
ポ
Y
プ
探
法

を
絞
露
す
る
と
共
に
永
年
、
補
附
仰

に
携
わ
ち
功
緩
り
あ
っ
-
h
h
人
や

学
校
卒
然
成
後
設
問
問
欝

唱
踊
ハ
本
器
用
E
F
込
の
殺
は
卒

業
見
込
み
絞
閥
問
議
〉
最
近

六
ヵ

R
以
内
に
国
間
脱
船
し
た

学
爽
二
枚
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
燃
側
輔
、
玄
関
向
綴
六
問

機
関
出
・
}
札
棚
〉

A

曹
焚
付
制
期
間
関
昭
和
約
十
七

都
一
月
お
お
か
ら
二
月
十

五
日
ま
で

令
制
仲
間
出
予
定
日
開
閉
山
相
践
十

七
年
総
月
一
日

骨
そ
の
他

。

試

験
mH
畿
は
受
験
場
し

H

地
み
殺
に
渇
っ
て
満
開
加
却
し

ま
す

m

@
添
削
酬
に
つ
い
て
め
お
間
川
町

い
合
わ
せ
は
務
総
防
本
務
相

総
務
係
へ
電
器
摘
λ
二
均
一
一
副

一

二

七

番

鳳

j
 問

削
利
回
間
十
六
年
に
滋
火
活
幾
お

よ
び
淡
時
間
蛤
開
設
な
ど
に
協
力
さ

れ
た
ガ
々
の
爽
剣
勝
h
k
行
な
い
終

了
後
中
学
校
か
ら
手
軒
丹
波
公
開

ま
で
部
制
緩
行
進
が
行
な
わ
れ
ま

す。
な
お
、
高
E
U
H

は
午
滋
七
時
に

サ
イ
レ

γ
、
融
瞥
繍
鰯
の
時
乳
時
官
、
打

脇
陣
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

昨年l1Jl1 Elに窓去された5i;絞孫子
町長のIt<，草本おこ二~の務でおる努主主 k
く"1!んから祭典内…官官を公f乙使ってい

ただきたいということで、書2学E室長訟の
基金みして、会30万問いたださpました
術で』士、さっそく装金にくち入れ緩ま

れない学主主などのために主主わせていた

7ごくことtにしました。

巣
立
線
数
総
統
対
明
、
は
次

の
と
お
り
制
訓
練
生
を
繁
務
い

た
し
ま
す
の

V
-筋
線
設
相
桔

韓
間
務
教
育
"
を
仲
間

γ以
上
〈

卒
議
見
込
の
者
合
む
》
の

心
身
主

L
に
胤
雄
前
蹴
な
者
で

あ
っ
て
い
ヰ
カ
n
凡
な
い
し
一

カ
年
の
機
業
訓
練
に
餓
え

ら
れ
る
も
め
で
あ
れ
ば
男

女
年
令
は
剛
山
い
ま
せ
ん
o

v入
校
零
時
相

受
付
間
関
開
間
協
和
抑
留
十
七

年
一
月
間
関
口
H

〈火
V

か
ら

…
月
三
十
段
門
月
}
ま
で

受
付
組
欄
所
は
入
授
を
添
削
誕

ナ
る
」
専
修
級
察
側
附
附
槻
校
叉

法
、
公
共
機
梁
安
定
一
般

軍
篠
山
悶
轍
菌
類
入
校
際
協
筒
、

夜
間
監
吉
田
、
身
体
検
査
妻
、

官
丹
波
}
持
拡

哲
明
暗
考
第
一
次
学
制
杵
〈
筒

務
、
数
や
〉
問
問
十
七
年
一
…

じ
て
次
の
手
当
が
支
払
悶
寄

れ
ま
す

仲
裁
本
手
当
時
月
綴
六
回

0
1

m九
O
需
は
扶
養
手
幾
何
月
蛸
明

夜
門
ま
で
、
後
務
手
当
月

紺
明
二
紙
流
行
、
通
ザ
防
法
a

端吋一

月
綴
一
ニ
六

oomま
で
、

骨
可
申
備
予
措
対
的
月
柑
嗣
六
三

oo

m
れ
ま
で
、
崎
村
臨
品
附
戦
後
糊
制
緩

時

一

…

岬

受

議

録

励

金

足

額

二

千

待

相
絞
幾
制
訓
練
生
一
移
築
品
。
輪
組
殺
陣
問
械
叩
滞
↑
齢
制
定
韓

関

d
i
l
i
-
-
i巾
数
自
品
制
緩
め
免
許
貯
が
垣
内
ら

れ
る
よ
う
翁
措
唱
し
ま
す

。
自
動
成
後
然
科
修
了
ゑ

は
一
一
日
級
総
動
車
議
出
閥
会
関
欽

試
験
め
一
線
{
蟻
〈
技
試

験
u

H

伊
免
除
怖
に
な
ち
ま
す

O

電
気
工
察
税
務

r金
は

霞
州
品
工
御
学
会
の
炎
柑
怖
が
与

え
ら
れ
ま
す

月
十
円
口
円
十
小
〉

斡
揃
…
一
次
端
同
議
四
十
七
年
一
一
約
月

十
}
品
目
ハ
・
火
〉

軍
特
曲
問

。
授
業
料
無
制
村
〈
日
年
制
問

線
)
品
説
災
時
間
い
十

。
鯵
了
者
に
は
公
共
機
毅
安

出
品
叫
閉
が
就
絞
の
あ
っ
せ
ん

。
同
斜
線
開
州
問
一
年
以
上
の
繍
酬

舗
開
牛
刊
に
は
学
生
級
制
引
が
適
閑
却

さ
れ
ま
す

。
災
淡
泊
附
険
金
を
も
ら
っ
て

い
る
方
沖
仙
淵
飢
州
燃
が
終
る
ま
で

失
業
的
熊
楠
献
金
か
引
引
き
続
い
て

受
粉
さ
れ
ま
す

O

失
策
保
険
金
の
な
い
失
淡

議
で
紺
訓
練
を
受
け
る
場
合
泣

剖
訓
練
明
朗
側
問
中
級
終
日
数
に
応

ゴ
ミ
処
理
は
専
用
袋
で

ボ
リ
パ
ケ
ツ
は
毅
庭
で
の
窓
畿
と
し
て

A
E
潔
か
ら
由
同
る
「
ゴ
ミ
」
を

ポ
り
バ
ケ
ツ
を
後
期
し
て
ハ
道

一
一
州
問
〉
如
棋
樟
閉
し
て
き
ま
し
た

が
、
ポ
F
バ
ケ
ツ
か
ら
専
問
肺
炎

を
時
限
開
削
し
た
袋
詰
師
向
帆
梢
撲
に
開
制
次

期
す
ん
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
協

力
く
犯
さ
い
。

問
袋
詰
双
緩
め
利
点
M

@
縮
減
翁
燃
が
場
所
宏
之
ら
な

い
で
幾
分
で
も
が
ん
議
の
安
会

が
凶
れ
る
。

ぬ
W

山
間
し
ぱ
な
し
で
緩
む
ハ
と

れ
ツ
こ
み
、
水
端
的
い
)
な
ど
の

手
織
が
は
ぶ
け
る
。

め
絡
の
笑
佑
が
は
か
れ
、
総

剣
一
判
官
淡
〆

γ
プ
で
奴
然
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ソ
汚
水
の
流
出

も
な
く
な
る
。

@
揃
鳴
立
投
楽
器
明
で
の
吋
ハ

品
」
坦
発
生
占
附
開
立
対
策
も
容

お
と
な
争
、
ゴ
ミ
も
絞
ら
ば

ら
な
い
。

⑤
ポ
苦
バ
ケ
ツ
等
衛
生
約
九
叫

申
掛
騨
捕
は
師
醐
絡
も
翻
訳
静
ま
す

が
、
出
棺
緩
め
「
ゴ
号
、
専
闘
用

品
調
」
仲
帖
}
袋
十
一
一
円
で
す
の

で
、
た
や
す
く
由
民
え
ま
す
。

後
米
の
ポ
苦
バ
ケ
ツ
に
し
て

も
強
出
品
し
た
胸
骨
畿
を
出
世
間
用
し
な

い
で
、
組
調
荷
場
一
次
斜
刊
哨
礼
的
方
に

持
品
績
を
か
け
る

ι主
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
袋
社
諦
め
の
場
合

は
脇
村
に
あ
り
あ
わ
骨
的
緩
い
裂

を
除
い
て
利
刻
さ
れ
て
も
け
っ

と
う
で
す
。

こ
の
植
物
会
内
山
、
な
る
べ
く
げ

気
の
な
い
乾
山
擁
し
て
い
る
物
乞

入
れ
て
い
た
ど
き
た
い
と
問
、
い

ま
す
a
ま
た
「
ゴ
ミ
稼
浴
後
」
を
佼

間m
さ
れ
る
楓
友
商
は
薮
濁
に
烈
入

さ
れ
て
お
事
ま
す
の
で
‘
仲
は
埠
品

構
慨
に
従
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

怠
い
ま
ナ
。

お
蕊
い
に
安
を
品
目
け
あ
っ
て

僚
の
美
化
に
ど
協
力
く
だ
さ

、。L
 期
制
緩
使
用
さ
れ
て
お
ち
ま
す

ポ
リ
パ
ケ
ツ
は
家
庭
で
の
ご
務

し
ょ
に
収
集
畿
と
し
て
利
附
加
し
て

い
た
だ
き
投
策
的
擦
に
は
、
袋

詰
相
以
相
棋
に
ど
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
疑
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
オ
ル
ゴ

i
片
山
駅
終
泌

開
問
〈
術
陣
投
式
選
一
一
日
制
問
〉
地
区
は

従
務
ど
お
ち
で
す
。

「
.ns処
田
昌
」
等
械
的
協
開
業
務

に
つ
い
て
の
お
問
い
ム
日
せ
は
液

境
衛
悠
緩
ま
で
お
綴
い
い
た
し

ま
す
。

廃
棄
物
の
不
法
投
漢
は
や
め
よ
う

続
蹴
哨
叫
心
な
い
人
に
よ
る
廃
棄

物
mu
不
法
投
碍
離
が
ふ
え
て
お
り

ま
す
。

s

点
検
む
所
有
議
派
、
廃
車
最
終

な
ど
を
必
て
ら
れ
な
い
よ
う
に

総
棉
討
し
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん

が
、
む
や
み
に
総
人
の
留
、
加
問

税
引
叫
端
、
山
山
品
件
な
れ
と
い
い
ゴ
ミ
な
ど

を
捨
て
る
も
の
は
療
薬
物
の
絡

調
串
お
よ
び
議
婦
に
糊
闘
す
る
法
律

に
よ
哲
測
に
終
姶
ら
れ
ま
す
。

欄峨怖挽蜘開化
m
u
e密
か
ら
も
掘
閥
系

体
制
の
不
法
投
山
燃
は
や
め
ま
し
ょ

え
J
G

育

児

相

相

談

一
月
の
努
党
相
談
は
次
仰
録

湿
で
行
な
い
ま
す
の
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。

待
問
は
、
い
ず
れ
も
午
総
九

袴
一
一
一
十
分
か
ら
十
一
勝
一
ニ
十
分

ま
で
と
午
後
一
的
か
ら
午
後
笈

時
ま
で
で
す
。
自
制
艇
に
つ
い
て

は
下
表
の
と
お
り
'
で
す
。

繍
網
棚
也
師
陣
試
験

譲
渡
餅
紙
数
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

糊
マ
闘
相
官
官
制
梶
山
凶
制
制
間
各
組
合
の

後
組
依
崎
川
持
続
和
問
間
十
七
年
一

的
月
十
三
日
か
ら
十
mmuH
の
午

後
一
一
終
か
ら
ず
且
持
ま
℃
絞
孫

子
線
区
は
品
門
松
訓
湖
北
地
区

神
仙
中
村
隠
馳
へ
午
前
十
昨
吋
か
ら

午
後
開
問
時
ま
で

そ
母
他
、
山
知
絞
H
昭
和
問

十
七
年
一
月
十
七
お
か
ら
十

九
日
の
午
前
九
勝
か
ら
午
後

開
口
終
ま
で
級
制
陣
健
務
へ

V
M帆
後
口
同
昭
和
相
問
問

γ
・也知十二

月
十
人
間
将

軍
資
格
義
務
教
育
を
務

f
し

二
年
以
上
議
閣
時
柵
刑
務
に
従
事

し
た
者
糊
附
弼
品
業
務
従
事
w
相
川
以
は
必

ず
し
も
総
統
を
必
妥
と
し
な

い。

wv
後
出
副
書
類
受
験
験
議
、
続

師
陣
ム
高
岡
、
湘
例
制
掛
軸
常
務
従
事
総
林
開
問

嚇
閥
、
最
終
学
校
卒
幾
託
籾
童
同

等
官
針
(
印
税
む
棚
・
持
制
五
阻
〉

一
一
戸
緯
制
机
刊
本
ま
た
は
総
本
(
説

明
世
間
の
氏
名
げ
か
議
議
の
災
名

L

異
な
っ
て
い
る
臨
吋
V

ザ…γ
数

料
村
千
円

名
組
合
の
従
業
員
は
、
掛
川
附
料

の
各
抑
制
ム
判
長
に
南
T
し
山
附
て
く
だ

b
t
a
M

い。その
的
時
…
凝
り
方
沖
帖
叫
制
的
郎
同
地

所
栄
養
係
ま
で
綴
綴
闘
用
紙
を
・
と

ち
に
き
て
く
だ
さ
い
。

枠
制
抑
に
つ
い
て
の
お
附
問
い
合

わ
殺
は
総
六
七
均
一
二
五
八
緩

ま
で

ス
ケ

i
ト
帖
載
機
器

次
め
と
お
り
λ

ヶ
l
ト品抗議一

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
一
義
望
者

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
制
期
日
一
一
月
五
日
前
以
後
一
一
月

六
罰
ま
で

す
会
議
機
士
急
ハ
イ
ヲ
Y
ド

マ
対
象
車
内
V
N
後
仲
間
、
在
勤

在
学
の
議

官v
A
惜
幾
子
二
百
円
〈
判
制
定
狩

会
む
)

曹
人
災
関
十
五
名
門
地
ん
着

関附〕
V
由T
し
込
み
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
へ

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

材
料
務
マ
ラ

y
y
大
会
を
次
の

と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で
、
跨

っ
て
参
紛
く
だ
さ
い
。

V
期
日
一
月
九
段
H

(

日〉

冒

v

祭
会
欄
哨
}
問
湖
北
閥
抗
筒
口
議

V
議
会
開
吋
開
問
午
前
九
時
吋
一
一
一
十

分
戸
酔
吋
問
問
般
市
す
)

V
輔
慨
関

出
回
小
学
校
}
年
生
か
ら
問
問
匁

集
ま
で
の
男
女
…
胎

命
小
学
校
附
間
学
金
か
ら
六
年

生
ま
で
の
女
一
抱

め
小
学
校
沼
年
中
ん
か
ら
六
年

生
ま
で
の
第
一
・
玄
担

ゆ
中
学
生
一
の
女
一
日
し
閥

品
四
中
学
校
側
問
、
官
開
校
、
一
絞

の
・
吹
…
出
版

@
官
附
校
国
刀
、
日
級
、
壮
年
五

」間
V
申
し
込
み
方
法
滋
日
参
加

745 




